
ウェアラブルデバイスを用いた食事時の同伴者有無の推定 

 
 近年メンタルヘルスが関心を集めており，それに伴い客観的にメンタルヘルスを計測する研究がなされて

いる．メンタルヘルスは通常食事や睡眠などの生活習慣で評価されるが，その中で対人交流を行っているかど

うかもメンタルヘルス評価の重要な指標となる．すなわち食事という場面においては食事時の同伴者の有無が

メンタルヘルスと関連があり，同伴者の有無を測定することはメンタルヘルスの客観的測定へ一役を担うと考

えられる．そこで本研究の目的を「ウェアラブルデバイスを用いて食事時の同伴者有無を推定すること」とす

る． 

食事時の同伴者有無の推定には，ジェスチャ等に基づく手の動きの変化とスマートフォンへのアクセスが有

効であるという仮説を立てた．したがって，腕時計型のデバイスとスマートフォンで取得したデータを用いて

推定する手法を提案した（Fig. 1）．取得したデータから手の動きを示す特徴量とスマートフォンへのアクセ

スを示す特徴量を計算し，食事時の同伴者有無を推定するモデルを作成した． 

手法を検討するために参加者実験によりデータを集め，そのデータを用いて参加者ごとに推定モデルを作成

し検証を行った．96.3%の精度で推定を行うことができ，仮説の妥当性が示唆された [1]． 
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Fig.1 Recognition of the presence of the company at mealtime   


